第17回　「話してみよう韓国語」　大阪大会募集要項

◇　参加資格　＜全部門共通＞
(1) 韓国語を母語としない中学生以上の者。国籍は問いません。
(2) 応募時点から過去1年以内に、本大会を含む他の韓国語コンテスト等の本選で最上位（最優秀賞、優勝、大賞など）


を受賞したことがない者。
※過去の本大会最優秀賞受賞者は、中高生スキット部門最優秀賞受賞者は一般の各部門、一般スキット部門最優秀賞受賞者と創作スキット部門最優秀賞受賞者はスピーチ部門に限り応募できます。

※本大会は「外国語としての韓国語」を学ぶ人のための大会です。韓国語を使って日常的に意思疎通をされている方のご応募はご遠慮いただきますようお願い申し上げます。
◇ 各部門別参加資格・説明
中高生スキット部門　＜2人1組で挑戦します＞
制限時間3分。指定の台本を暗記し、2人1組で韓国語の発音や表現力を競います。1人での参加はできません。本文自体を変えることはできませんが、文末を変えたり、文章を一部追加することができます（本文全体の3分の１程度まで）。また、台本を読み上げることはできません。服装・メイクは自由ですが、小道具は身の回り品程度とします。事前に、小道具の内容をお知らせください。BGMを流すこともできます。

○　参加資格

(1) 韓国語を母語としない日本国内の学校に在籍する中高生の者。国籍は問いません。

(2) 韓国語学習歴が2年以内で本選（2次審査）までの学校等での学習時間が100時間を目安とする初級学習者、韓国語能力試験1級未満、ハングル検定５級程度の中高生の者。
(3) 韓国あるいは韓国語を常用する地域等における生活経験が合算して1カ月以内の中高生の者。

(4) 応募時点から過去1年以内に、本大会及び他の韓国語スピーチコンテストの本選で最上位（最優秀賞、大賞、優勝など）を受賞したことがない中高生の者。過去の中高生スキット部門最優秀賞受賞者は一般スキット部門若しくは創作スキット部門に限り応募できます。

(5) 独習している中高生は、学習歴・学習時間が(2)に準ずる者。

(6)　本選（2次審査）時に、満20歳未満の者

※本部門は 「クムホ・アシアナ杯「話してみよう韓国語」高校生大会(http://www.asiana.co.jp/speech/)の地方予選を兼ねております。中高生スキット部門に出場した高校生のうち最優秀賞を受賞した組は、3月に東京で行われる韓国語の甲子園をめざすクムホ・アシアナ杯「話してみよう韓国語」高校生大会に出場する権利を得ることができます。　東京までの往復交通費と東京での1泊分の宿泊が提供されます。　なお、最優秀賞を受賞した組を指導された先生1名(非常勤講師も含む)も引率者として同行していただき、引率者へも援助があります。
一般スキット部門　＜2人1組で挑戦します＞
制限時間3分。指定台本を暗記し、2人1組で韓国語の発音や表現力を競います。1人での参加はできません。本文自体を変えることはできませんが、文末を変えたり、文章を一部追加することができます（本文全体の3分の１程度まで）。なお、台本を読み上げることはできません。服装・メイクは自由ですが、小道具は身の回り品程度とします。事前に、小道具の内容をお知らせください。BGMを流すこともできます。

○　参加資格

(1) 中高生スキット部門の学習歴を超える中高生

(2) 大学生・一般： 応募時に韓国語学習歴が2年以内で本選（2次審査）までの学校等での学習時間が100時間を目安とする初級学習者。大学生の場合、日本国内の学校に在籍する者。

(3) 韓国あるいは韓国語を常用する地域等における生活経験が合算して1カ月以内の者。

(4) 独習者等は、上の要件に準じます。


韓国語能力試験初級、「ハングル」能力検定試験4～5級程度の学習者を想定しています。

	各スキット部門共通の注意事項

本選の発表時に主催者側がステージ上に準備できるものは、ホワイトボード1台、椅子2脚、長机1台、ピンマイク２つです。BGM使用者のためにCDラジカセ１台を準備します。(音源は出場者自らの操作を原則としますが、会場の都合により運営側が操作する場合がございます。)
· 施設管理及び衛生面から舞台上に飲食物を持ち込むことは禁じます。
· 1次審査で各部門の参加資格を超える語学力を持っていると判断された方は、2次審査に進めないことがあります。


スピーチ部門　＜1人で参加する部門です＞

テーマは自由です。韓国語でご自分が皆さんに伝えたいことを作文し、それに基づいて５分間のスピーチを行っていただきます。
＊原稿の分量は「文字10ポイント」「韓国語・日本語訳、それぞれA４　1枚まで」とします

○　参加資格

(1) 韓国語の母語話者でない者。中学生～大学生等は日本国内の学校に在籍する者。

(2) 韓国あるいは韓国語を常用する地域等での生活体験が合算して1年以内の者。
◇ 応募方法

以下の書類等を同封し、応募先まで郵送されるかご持参ください。なお、一度提出された書類等は一切返却できませんので、ご了承ください。

応募締切 ：2019年1月18日（金）必着

○　応募先⇒〒530-0016　大阪市北区中崎2-4-2　4F　大阪韓国文化院　「話してみよう韓国語」大阪大会担当　まで
○　全部門共通の書類　⇒参加者全員分の書類が必要です。
・所定の参加申込書：　2名で参加の場合は、同一の封筒等に入れてお申込みください。
複数部門のお申し込みはできません。また、申し込み後に参加者を交替することはできませんので、ご注意ください。
○　各部門別の書類　
※申し込み後、原稿に変更がある場合は、最終原稿を事前にメール（osaka@k-culture.jp）で送ってください。
	部　　門
	必要事項と注意点

	中高生・一般スキット
	・スキット台本のセリフを録音したもの（音声ファイル、CD-Rのいずれか/目安:２-３分）
・アドリブを追加した場合、追加変更した部分の台本（韓国語・日本語訳両方）
・使用する予定の小道具のメモ

※申込み後にアドリブを変更した場合、最終の台本を事前にEメールで送ってください

	スピーチ
	・スピーチ原稿（韓国語･日本語各1部）のファイルが入ったCD-R

・スピーチを録音したもの（音声ファイル、CD-Rのいずれか）


※　公平な審査のために次の点を必ずお守りください

1 録音媒体には発表内容以外の事項（自己紹介など）は入れないでください。減点の対象になります。録音媒体にお名前をお書きください。

2 1つの音声ファイル、CD-Rに複数組の録音を入れないでください（1組1つずつを厳守願います）。

3 録音される際は、録音時のボリュームを大きめにし、送付する前に必ず再生して音質等を確認してください。録音されていなかったり、ボリュームが小さかったりなどで聞きづらい場合は、第1次審査の際、不利になることがあります。
◇ 審査基準　（　）内の数字は100点中の配点です
○　1次審査

韓国語専門講師による「１次審査」を行います。書類と録音を併せて総合的に判断いたします。審査終了後、
2019年2月初旬までに代表者またはご本人宛に審査結果を通知します。

○　本選審査（本大会）　：　2019年2月16日（土)　 13：00～

発音・イントネーション等の基準について：本大会では、ソウルを標準語とする韓国語を基準にして審査を行います。
本選の発表順は、くじ引きで決めます。
会場：大阪韓国文化院 ヌリホール　※　最寄り駅： OsakaMetro 中崎町駅 ２番出口から徒歩３分
○　審査基準　（　）内の数字は100点中の配点です
	部　　門
	審査基準

	中高生・一般スキット
	・発音（50）―正確さ、イントネーション、聞き取りやすさ　

・総合表現力（40）―話す速度、強弱、身振りや手振り、感情表現など、アドリブ含む

・暗唱（10）―原稿を見ないで発表

	
	

	スピーチ
	・発音/表現（30）―正確さ、イントネーション、聞き取りやすさ、話す速度、強弱など

・内容構成(50)―語彙、誤用、テーマとの関連性、深さ、起承転結など

・暗唱（10）―原稿を見ないで暗唱　　　　・制限時間（10）


※制限時間について： スキット部門は３分以内、スピーチ部門は５分以内の制限時間があります。

制限時間を超えた場合は、減点の対象となります。 
※発音・イントネーション等の基準について：本大会ではソウルを標準語とする韓国語を基準に審査を行います。

◇ 本選参加者の交通費補助

最寄りの地方の大会に参加することを基本とします。本選出場者の交通費が１人往復5,000円を超える場合、１人10,000円を限度に5,000円を超えた分の金額を助成します※1。参加者本人のみを対象とします。所属学校や他の機関から補助を受けられる方は対象となりません。（ただし，バス・電車・船舶など公共の交通機関に限る）。
※1例）往復交通費5,500円の場合は500円支給、往復交通費10,000円の場合は5,000円支給

◇ 賞（韓日往復航空券、旅行券など素敵な商品をご用意しております）
○最優秀賞： 各部門1グループ（名）ずつ　

-　中高生スキット部門：賞状、クムホ・アシアナ杯「話してみよう韓国語」高校生大会への出場権（ただし、高校生のみ）

-　一般スキット部門：賞状、韓日往復航空券など

-　スピーチ部門と創作スキット部門：賞状、旅行券など
○優秀賞： 各部門1グループ（名）ずつ

○奨励賞： 各部門1グループ（名）ずつ

○参加賞： 大阪大会本選参加者

※　募集が5組未満の部門の場合は、優秀賞、奨励賞のみになりますので予めご了承ください。

※　大会の都合により、副賞の内容が変わることもございます。

※　15年からクムホ・アシアナ杯に出場する高校生は立命館大学のAO選抜-文学部「国際方式」への出願資格が自動的に与えられます。

◇応募先及びお問い合わせ先　
駐大阪大韓民国総領事館　韓国文化院　「話してみよう韓国語」大阪大会担当
〒530-0016　大阪市北区中崎2-4-2　4F
TEL　06-6292-8760 / FAX　06-6292-8768 / Eメール　osaka@k-culture.jp / H.P　http://www.k-culture.jp 

	「話してみよう韓国語」大阪大会：参加申込書

※必ず応募者1名につき1枚作成し、お申し込みは2名分（2枚）を、メールに添付するか郵便でお送りください。

	参加部門（応募部門に下線を引くか、○を付けてください）
	中高生スキット部門
	一般スキット部門
	スピーチ部門

	A
	あなたについて
	（正確に記入してください）　

	1
	氏名
	ふりがな
	

	
	
	漢字
	　（姓）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（名）

	2
	氏名（ハングル）
	　（姓）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（名）

	3
	自宅の住所
（〒も記入）
	　〒　



	4
	Eメール
	　　　　　　　　　　　　　　　　＠

	5
	携帯電話
	　

	6
	職業または学校名
	　
	 学年（現在）　　　　　　年

	7
	生年月日（西暦）
	　　　　年　　　　　月　　　　　日
	性別（下線または○）
	男性　　　女性

	B
	韓国語の学習歴について　（該当するものに下線を引くか、○を付けてください　いくつでも可）
	　

	1


	どれぐらい学びましたか：学習期間
	　・学んだことがない（ほとんどできない）　→ B-2, 3はスキップ
　・3ヵ月未満　　　　　　　　　　　　　　　　　・6ヵ月以上、1年未満
　・3ヵ月以上、6ヵ月未満　　　　　　　 　 ・1年以上

	2


	どんなところで学びましたか：学習機関
	　・高校で1年以上前に学んだ　　　　　　  　・NHKハングル講座：テレビかラジオ
　・高校で学んでいる　　　　　　　　　　　　 　　・大学で学んでいる       
　・語学学校、カルチャーセンター、市民講座　　　   　・1人で勉強
　・韓国に住んでいた→何年間（　 　年）　　　　　　   ・親から習った　　　　　　　　　　　　　
　・その他　→記入（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	3


	きっかけは何ですか：学習動機
	　・学校に授業があったから　　　　      　・Kポップが好きだから
　・外国語に興味があるから　　　　 　   　・韓国映画が好きだから
　・ハングルに興味があったから　　　　　 　　・韓国人の友だちがいるから
　・英語が嫌いだから　　　　　　　　       ・父親か母親が韓国人だから
　・その他　→記入（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	C
	本大会について　（該当するものに下線を引くか、○を付けてください）
	

	1


	大会のことをどのように知りましたか：媒体
	　・学校（講座）の先生が教えてくれた　　　   ・親が教えてくれた
　・友だちが教えてくれた　　　　　　　　　　    ・広告を見た
　・大会のポスターを見た　→どこで（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　・大会のチラシを見た　→どこで（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　・ウェブサイトで検索した　→どのサイトで（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　・その他　→記入（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	2


	なぜ参加したいと思いましたか：参加動機
	　・副賞で韓国に行けるから　  　　　　　　　  ・先生が勧めるから
　・韓国語の実力を確かめたかったから　　　　　・親が勧めるから
　・副賞で韓国語の勉強をできるから 　  　  ・友だちと一緒に出たかったから
　・韓国のことをもっと知りたいから     　　   ・韓国人の友だちを作りたい
　・その他　→記入（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	D
	使用道具について　（発表時に使う道具に、☑を入れてください）

	
	□ ホワイトボード　　□ 長机　　□ 椅子（　　　　個）　　□ CDラジカセ　　　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

	Ｅ
	スキット部門のパートナーについて　（必ず記入してください）

	
	パートナー
	氏名
	パートナーの配役：  A　  B

代　表： 　　自分　 パートナー

	F
	指導講師
	氏名
	担当

教科
	


